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(上)主催挨拶をする広瀬知事
(下)来賓挨拶をする廣野部長と中根組合長

３
年
度
に
着
工
し
た
生
産
棟
Ａ
が

完
成
し
、
本
年
１
月
か
ら
育
成
が
始

ま
っ
た
。
閉
鎖
循
環
式
シ
ス
テ
ム
や

緑
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
等
の
最
新
の
技
術
が
取

り
入
れ
ら
れ
、
高
低
差
が
付
け
ら
れ

た
水
槽
間
で
は
サ
イ
ホ
ン
で
種
苗
が

移
送
で
き
る
な
ど
省
力
化
も
図
ら

れ
た
。
生
産
能
力
も
２
割
ア
ッ
プ
す

る
と
と
も
に
、
漁
業
者
の
要
望
が
強

い
キ
ジ
ハ
タ
（ア
コ
ウ
）の
種
苗
生
産
に

も
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

初
出
荷
さ
れ
た
マ
コ
ガ
レ
イ
２
千
尾

は
、
国
東
の
旧
施
設
で
採
卵
・ふ
化

し
、
日
出
町
の
施
設
で
中
間
育
成
さ

れ
た
後
に
新
施
設
に
戻
さ
れ
た
幼

魚
。
広
瀬
知
事
や
中
根
組
合
長
が

地
元
く
に
さ
き
地
区
漁
業
運
営
委

員
会
の
濱
松
豊
信
委
員
長
ら
に
渡

し
た
。

こ
の
幼
魚
は
ト
ラ
ッ
ク
で
隣
接
す

る
平
床
漁
港
に
運
ば
れ
、
「全
国
豊

か
な
海
づ
く
り
大
会
」に
向
け
た
第

３
回
リ
レ
ー
放
流
が
行
わ
れ
た
。
地

元
小
学
生
と
来
賓
が
稚
魚
を
海
に

放
し
、
海
づ
く
り
大
会
に
思
い
を
馳

せ
た
。
遠
路
水
産
庁
か
ら
臨
席
さ
れ

た
廣
野
淳
増
殖
推
進
部
長
か
ら
は

本
県
の
栽
培
漁
業
の
一
層
の
推
進
に

期
待
す
る
と
エ
ー
ル
を
頂
い
た
。

５
年
度
に
は
生
産
棟
Ｂ
及
び
屋
外

水
槽
も
含
め
全
施
設
が
完
成
し
、
本

格
稼
働
の
運
び
と
な
る
。

マ
コ
ガ
レ
イ
を
リ
レ
ー
放
流

リレー放流に参加した小学生たち

　最新の機能を備えた県の種苗生産施設が完成し、２５日に県漁業公社国東事業場（国東市国

東町鶴川）において初出荷式が執り行われた。６年度に本県で開催される「全国豊かな海づくり大

会」に向け、栽培漁業推進の核となる施設が始動した。初出荷されたマコガレイは、地元小学生と

ともに平床漁港においてリレー放流され、海づくり大会に向けた機運も高まった。

「豊かな海づくり」へ 初出荷！
県種苗生産施設、国東で建替えオープン

(上)完成した「生産棟A」 (下)マコガレイ種苗と視察する広瀬知事

（1）

ＪＦ大分

発行元
大分県漁協

http://www.jf-oita.or.jp/
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当初予算案
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６　面

マコガレイを放流する広瀬知事

濱松委員長(右)に種苗を渡す中根組合長
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水研だより
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アイゴ活用

ベルクで催事
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漁業者協議会

７　面

2月1日付け
辞令交付



令和　５年　３月 水産おおいた 第１５１号

　水産振興課

　県は１３日、広瀬知事が臨時会見を行い、５年度の一般会計当初予算案及び組織改正を発表した。

　予算は４月の知事選に配慮し投資的経費を絞った骨格編成となり、総額は対前年５.６％減の６,７７３億円、うち農林水

産部関係は同１６.１％減の５２６億円を計上した。

　予算編成の基本方針は、① 人件費等の義務的経費や継続事業を中心とした骨格予算、② 新型コロナウイルス感染

症対策や防災・減災対策、子ども子育て支援をはじめ、先端技術等の活用による地域課題解決など社会情勢の変化に

あわせた喫緊の政策課題への対応の２点。２７日に開会予定の第１回定例県議会に提案される。

　漁業担い手総合対策
　事業

22,994
(26,040)

　水産振興課

　　水産資源を早期に回復させるため、漁獲する魚の体長制限の強化な
　ど、漁業者が取り組む資源管理の自主規制のレベルに応じて、種苗放流
　を段階的に支援する。
　　・資源管理計画のみ 地元：県＝1：3/4
　　・委員会指示及び資源管理計画 地元：県＝1：1
　　・委員会指示及び資源管理計画の強化 地元：県＝1：1.1～1.3
　　【新】デジタルツールを活用した漁獲量報告体制の構築

　水産振興課

　　県産水産物の流通拡大を図るため、大消費地での販促活動やコロナ禍
　で増加した内食需要を確実に取り込むための取組を支援する。
　　・おおいたの魚パートナーシップ飲食店の設置、フェアの開催
　　・対面販売を行う人材の育成や著名人によるメニューの開発 など

　漁業管理課

　　意欲ある漁業の担い手を確保・育成するため、漁業学校の研修生や新
　規就業者に対し給付金を交付する。
　　・独立・雇用準備型 150万円/年 1年間
　　・独立経営開始型 150万円/年 1年間
　　・親 元 準 備 型 150万円/年 1年間
　　・親元経営開始型 100万円/年 1年間
　　（対象者は50歳未満）
　　独立経営を開始する漁船漁業者の初期投資費用に対し助成する。
　　・漁業学校修了後に独立経営を開始する際の漁船等購入経費への助成
　　・補助率 2/3（県1/3 市町村1/3） など

　水産資源の保護や、海や河川の環境保全の大切さを国民に訴えるとと
　もに漁業の振興と発展を図るため、令和６年度に本県で開催する第４３
　回全国豊かな海づくり大会に向けた準備を実施する。
　　・基本計画等の策定
　　・１年前プレイベントの実施

　漁業管理課
　全国豊かな海づくり
　大会開催準備事業

58,771
(5,751)

【新】
　養殖ブリ加工施設整備
　事業

1,521,609
(0)

　　増加する加工ニーズに対応し、ブリ類養殖業の経営安定化と成長産業
　化を図るため、県漁業協同組合が行う養殖ブリの産地加工処理施設の整
　備を支援する。
　　・補助率 ５／６（国１／２ 県１／６ 市１／６）

12,796
(12,097)

（2）

管 理 予 算 班

団 体 流 通 班

漁 業 調 整 班

漁 業 取 締 船

総 務 企 画 班

事 業 推 進 班

　資源造成型栽培漁業
　推進事業

73,792
(75,056)

 　県産水産物流通拡大
 　推進事業

令和５年度当初予算案発表
大分県

　～知事選を控え骨格予算
 　　　農林水産部は５２６億円を計上～

事　　業　　名
５年度当初予算案
（４年度当初予算）

当　初　予　算　案　の　概　要 所管課

２ いきいきと働き地域が輝く活力あふれる大分県　①挑戦と努力が報われる農林水産業の実現

１ 健やかで心豊かに暮らせる安心の大分県　⑧強靱な県土づくりと危機管理体制の充実

緊急自然災害防止対策
事業（県単独事業）のうち
・農林水産業施設災害
　防止緊急対策事業

250,000
(250,000)

　　災害に対して強靱な県土をつくり県民の安全を確保するため、国庫補
　助事業の対象とならないため池の廃止や、治山・林道・漁港海岸の改修
　等を実施する。
　　・漁港海岸施設の改修 高田海岸（豊後高田市） など

　農林水産企
　画課

　安心・活力・発展の施策体系に沿って示された主

な水産関係事業は、下の表のとおり。

　また、同時に発表された４月１日付けの組織改正

では、令和６年秋に開催される第４３回全国豊かな

海づくり大会の準備の本格化に伴い、漁業管理課

の「全国豊かな海づくり大会準備班」を『全国豊か

な海づくり大会推進室』に格上げすることが示され

た。（右図）

漁 業 管 理 課

課 長

参事(併)

室 長

全国豊かな海づくり大会推進室
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北部水産グループ資源増殖チーム　内海訓弘

　ミズクラゲの発生に関する知見がほとんどないため、北部水産グループで

は、東部振興局と協力して、別府湾でミズクラゲの浮遊幼生（エフィラ、図

1）の発生時期と発生場所を把握する調査を行っています。昨年度は別府

湾内の7地点（図2）で12～3月にプランクトンネットを曳いてエフィラを採集し

ました。調査の結果、12月は美濃崎漁港のみでエフィラが採集されました。

また、別府湾全地点のエフィラの平均分布密度は１月下旬が最も高く、3月

上旬までは比較的高い値で推移しました（表１）。調査期間中は、いずれか

の地点でエフィラが出現しましたが、大在公共埠頭のみ期間を通して出現

しませんでした。ポリプは浮桟橋等の浮体の裏側によく付着すると言われて

おり、大在公共埠頭の周辺に浮桟橋等がないことがエフィラの出現に影響

している可能性も考えられます。

　今年度も大在公共埠頭を除いた6地点（図2）で12月から調査を始めてい

ます。2月上旬までの調査の結果（表1）、今回、12月中にエフィラは出現せ

ず、1月に入ってから出現が確認され始めましたが、別府湾全地点のエフィ

ラの平均分布密度は前年度に比べ高い値で推移しているのが少し気に掛

かるところです。

　今年度の調査は3月末まで継続しますが、今後もミズクラゲのエフィラに関

する知見を収集し、ミズクラゲ発生量の予察等につなげていきたいと考えて

います。

海
区
漁
業
調
整
委
員
会

第
１
６
回
委
員
会

１
６
日
、
県
水
産
会
館
５
階
研
修
室
に
お
い

て
、
第
１
６
回
大
分
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

が
開
催
さ
れ
た
。

第
１
号
議
案
で
は
、
前
回
委
員
会
に
お
い
て

知
事
の
諮
問
を
受
け
た
漁
業
権
の
一
斉
更
新

に
伴
う
「海
区
漁
場
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
」、

異
議
な
い
旨
を
答
申
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

第
２
号
議
案
で
は
「豊
後
水
道
に
お
け
る
た

る
流
し
漁
業
（立
縄
釣
漁
業
）の
禁
止
に
つ
い

て
」、
円
満
な
漁
場
利
用
を
確
保
す
る
た
め
、

引
き
続
き
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
６

年
３
月
３
１
日
ま
で
、
全
面
禁
止
と
す
る
委

員
会
指
示
を
発
出
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

第
３
号
議
案
で
は
「伊
予
灘
及
び
豊
後
水

道
に
お
け
る
く
る
ま
え
び
の
採
捕
の
禁
止
に
つ

い
て
」、
激
減
し
た
く
る
ま
え
び
資
源
の
早
急

な
回
復
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
令
和
５
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
３
１
日
ま
で
、

全
長
１
３
㎝
以
下
の
採
捕
を
禁
止
と
す
る
委

員
会
指
示
を
発
出
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

第
４
号
議
案
で
は
「あ
わ
び
類
、
う
に
類
の

採
捕
の
禁
止
に
つ
い
て
」種
苗
放
流
を
行
っ
た

場
所
を
２
年
間
禁
漁
と
す
る
資
源
管
理
措

置
を
実
践
す
る
た
め
の
公
的
担
保
措
置
と
し

て
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３
月

３
１
日
ま
で
放
流
場
所
に
お
け
る
採
捕
を
禁

止
と
す
る
委
員
会
指
示
を
発
出
す
る
こ
と
に

決
し
た
。

図1　ミズクラゲのエフィラ

図2　ミズクラゲ浮遊幼生調査地点

表1　別府湾ミズクラゲエフィラ分布密度（個体/ｍ3）

（3）

水 研 だ りよ

ミ ズ ク ラ ゲ 浮 遊 幼 生 調 査

12月 2月

下旬 中旬 下旬 上旬 中旬 上旬 下旬 中旬 下旬 中旬 下旬 上旬

美濃崎漁港 0.16 0.63 0 0.43 0.31 0 0.25 0 0 0.26 0 0

大神漁港 0 0.00 1.41 0.16 0.08 0 0.31 0 0 0.30 1.83 4.87

亀川漁港 0 0.05 0.36 0.21 0.21 0.24 0.03 0 0 0.51 0.51 1.02

別府観光港 0 0.21 0.63 0.31 0.00 0.21 0 0 0 5.63 4.60 5.12

住吉泊地 0 0.21 0 0.42 0.10 0.10 0 0 0 1.53 1.02 0.26

細港 - - 0 1.67 0.21 1.88 0 0 0 3.81 4.90 2.18

大在公共埠頭 0 0 0 0 0 0 0 - - - - -

別府湾平均 0.01 0.22 0.82 0.61 0.32 0.50 0.12 0 0 1.48 1.81 1.64

調査地点 1月 2月 3月 12月 1月

2021年度 2022年度
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取
組
を
協
議
す
る
関
係
者

（4）

ひ
れ
に
毒
針
を
持
つ
ア
イ
ゴ

　「アイゴ」は大分県ではバリと呼ばれ、ひれに毒針を

持つこともあって、県南で定置網などにかかってもほと

んど流通することはなかったが、これを利用していこうと

いう取組が進行している。

　日本財団が展開中の「海と日本プロジェクト」のサブ

プロジェクトである「海のレシピプロジェクト」において、

海藻を食害するアイゴをおいしく食べることで磯焼け対

策にもつながる「アイゴプロジェクト」を東京の企業が企

画。依頼を受けた米水津の加工業者が、県や県漁協

津久見支店の協力を得てアイゴの集荷を進め、昨年

の11月には「豊後水道のアイゴの一夜干し」として商品

化。マスコミにも取り上げられて注目されている。

　昨年の12月21日には、取組の経過を関係者で共有

するとともに、今後の進め方について協議するため、佐

伯市で打合せ会議が開催され、本店からも関係者が

出席した。会議では、取組を進めていくうえで加工時の

毒針の除去が課題であること、ほとんどわかっていない

アイゴの生態等を調査する必要があるなどの意見が出

され、今後も連携して取り組みを進めていくことを確認し

た。

　未利用魚であるアイゴの活用が促進され、漁業者の

収入が少しでも増えるとともに、藻場の保全にもつなが

ることが期待される。

【御礼：本稿は大分県南部振興局農山漁村振興部長

の大塚猛氏にご寄稿いただきました】

安
定
的
な
収
益
の
確
保
に
向
け

５
年
度
工
事
の
準
備
進
む

産
地
加
工
の
更
な
る
推
進
へ

「アイゴプロジェクト」進行中！

新加工場ではスキンレスロインなどマーケットが求める高次加工に対応する

業
運
営
委
員
長
会
に
お
い
て
、
実
施

設
計
の
進
捗
状
況
を
説
明
。
事
業
費

と
収
益
の
見
込
み
、
人
員
体
制
等
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
、
事
業
実
施

に
向
け
た
意
向
を
確
認
し
た
。

５
年
度
の
事
業
実
施
に
際
し
て
は
、

工
期
の
関
係
か
ら
６
月
末
の
通
常
総

会
前
に
着
工
す
る
必
要
が
あ
る
た
め

臨
時
総
会
（予
定
）を
開
き
、
組
合

員
の
承
認
を
得
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

新
加
工
場
に
よ
る
安
定
的
な
収
益

の
確
保
は
、
早
期
指
導
先
に
よ
る
改

善
計
画
を
達
成
す
る
た
め
の
重
要

な
骨
子
で
あ
り
（１
５
０
号
参
照
）、

組
合
員
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。

５
年
度
に
水
産
庁
、
大
分
県
、
佐

伯
市
の
支
援
を
受
け
て
建
設
す
る
計

画
の
「水
産
物
加
工
処
理
施
設
」に
つ

い
て
は
、
本
年
度
の
総
会
議
決
を
経

て
現
在
実
施
設
計
を
進
め
て
き
た

が
、
施
設
内
容
と
整
備
費
用
が
概
ね

固
ま
っ
た
。

建
設
に
必
要
な
予
算
は
、
一
般
工

事
（施
設
上
屋
・外
構
等
）、
そ
の
他

工
事
（加
工
機
器
類
）及
び
工
事
管

理
の
３
本
に
分
け
ら
れ
る
。
水
産
庁

の
補
助
金
は
、
一
般
工
事
及
び
工
事

管
理
は
水
産
基
盤
整
備
事
業
（公

共
）の
５
年
度
当
初
予
算
、
そ
の
他
工

事
は
水
産
業
強
化
支
援
事
業
（非
公

共
：
浜
の
活
力
再
生
・成
長
促
進
交

付
金
）の
４
年
度
補
正
予
算
に
計
上

さ
れ
て
い
る
。
４
年
度
補
正
予
算
は

当
初
に
比
べ
国
庫
補
助
率
が
１
０
％

高
い
こ
と
か
ら
、
理
事
会
で
の
議
論

も
踏
ま
え
要
望
し
た
も
の
。

１
日
に
は
、
入
津
湾
地
区
養
殖
業

成
長
産
業
化
協
議
会
を
開
催
し
、
水

産
基
盤
整
備
事
業
の
助
成
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
「養
殖
業
成
長
産

業
化
推
進
基
盤
整
備
事
業
基
本
計

画
」を
策
定
し
た
。

次
い
で
６
日
に
は
、
県
南
地
区
漁主力商品のブリフィレ
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かぼすヒラメの刺身 杵築ん鱧の素揚げ

（5）

毎
年
恒
例
と
な
た
「Ｔ
ｈ
ｅ
・お
お
い

た
オ
ス
ス
メ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」が
８
日
か

ら
２
８
日
の
間
、
「ベ
ル
ク
」全
店
で
開

催
さ
れ
た
。

「ベ
ル
ク
」は
、
県
が
令
和
２
年
に

「お
お
い
た
の
魚
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

量
販
店
」の
第
１
号
に
認
定
し
た
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
チ
ェ
ー
ン
で
、
関
東

圏
に
１
３
２
店
舗
を
展
開
し
て
い
る
。

４
回
目
と
な
る
今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
は
、
「か
ぼ
す
ブ
リ
」な
ど
の
県

産
養
殖
ブ
リ
や
県
産
酒
を
販
売
し
、

首
都
圏
で
の
認
知
度
の
向
上
を
目
指

し
た
。
こ
れ
ら
の
商
品
を
含
む
税
込

ブ
リ
と
舞
茸
の
炊
き
込
み
ご
は
ん

　パートナーシップ量販店
ベ
ル
ク
で

オ
ス
ス
メ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

理
家
の
栗
原
心
平
さ
ん
と
共
同
開

発
し
た
レ
シ
ピ
「ブ
リ
と
舞
茸
の
炊
き

込
み
ご
は
ん
」も
提
案
し
た
。

み
千
円
以
上
を
購
入
し
て
応
募
し
た

方
を
対
象
に
、
県
産
品
が
当
た
る
プ

レ
ゼ
ン
ト
企
画
も
あ
り
好
評
だ
っ
た
。

ま
た
店
内
で
は
、
県
漁
協
が
料

県産養ブリをＰＲ

坐来大分でＰＲ

かぼすヒラメ

杵築ん鱧

　県は１０日、公式アンテナショップ「坐来大分」（東京都

千代田区）で、県産食材を集めた提案会を開催した。

　県漁協をはじめＪＡ全農おおいた、県畜産公社等の５

団体が出展。それぞれの自慢の食材を坐来の料理人が

調理し、２０名ほどの飲食店関係者に試食してもらい、ア

ピールした。

　県漁協からは経済事業部販売課の下郡祥平主任が出

席し、「かぼすヒラメ」と「杵築ん鱧」をＰＲした。「かぼすヒ

ラメ」は刺身で提供し、県特産のカボスを餌に加えて育て

ることにより、臭みのないさっぱりとした味わいになることを

実感してもらった。「杵築ん鱧」は県漁協が産地の杵築加

工場で最新の機械で骨切りし、真空凍結状態で出荷して

いること。消費地で手軽に料理できることを説明し、素揚

げで味わってもらった。

　県産のブランド水産物は、パートナーシップ量販店でも

広く販売されているが、有力な飲食店への拡販も進めた

いところ。昨年１１月に県が認定した梅丘寿司の美登利総

本店に次ぐ「おおいたの魚パートナーシップ飲食店」が誕

生する契機となることを望みたい。
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１２,９００トン

目標管理基準値案限界管理基準値案 禁漁水準案 2021年の親魚量 ＭＳＹ

　おおいた県産魚の日、１月は２７日に「ブリ祭り」を、２月は２４日に「国東＆姫島フェスタ」を開催した。
　1月の「ブリ祭り」では、「かぼすブリ」、「臼杵酔いブリ」の養ブリと天然の「関ぶり」を販売した。「かぼすブリ」の認知度が
高まってきたこともあり消費者の反応は上々で、試食して購入するお客様が多く見られた。2月の「国東＆姫島フェスタ」
では、国東のマダコ、武蔵のマダイと姫島のクルマエビを販売し、こちらも好評だった。

　今月をもってＯＰＡ店は閉店となるが、県産魚の日を楽しみにする方が多いので、明野、稙田のおさかなランド２店舗
では引き続き実施することとしている。

ＭＳＹを実現する
親魚量（ＳＢｍｓｙ）

ＭＳＹの60％の漁獲量
が得られる親魚量

ＭＳＹの10％の漁獲量
が得られる親魚量

- 最大維持生産量 -

令和４年度第２回 サワラ瀬戸内海系群資源管理漁業者協議会 開催

現
行
の
資
源
管
理

措
置
を
継
続
へ

～はなつぎ網によるサゴシの乱獲や遊漁の影響を危惧する声あがる～

２
月
２
０
日
、
令
和
４
年
度
第
２
回
サ
ワ

ラ
瀬
戸
内
海
系
群
資
源
管
理
漁
業
者
協

議
会
が
ウ
エ
ブ
で
開
催
さ
れ
た
。
本
県
か

ら
は
、
漁
業
者
代
表
委
員
と
し
て
日
出
地

区
漁
業
運
営
委
員
の
北
野
和
貴
氏
、
漁

協
委
員
と
し
て
専
務
理
事
が
県
漁
協
漁

政
課
の
職
員
と
と
も
に
水
産
会
館
か
ら

参
加
し
た
。

議
事
で
は
、
前
年
秋
漁
の
操
業
状
況
及

び
本
年
度
の
漁
獲
管
理
措
置
が
報
告
さ

れ
た
。

次
い
で
行
わ
れ
た
資
源
評
価
結
果
で

は
、
新
た
な
資
源
診
断
・将
来
予
測
の
手

法
と
し
て
、
Ｍ
Ｓ
Ｙ
（最
大
維
持
生
産
量
）

を
実
現
す
る
親
魚
量
（Ｓ
Ｂ
ｍ
ｓ
ｙ
）と
漁

獲
圧
（Ｆ
ｍ
ｓ
ｙ
）を
選
定
し
、
目
標
管
理
基

準
値
（Ｓ
Ｂ
ｍ
ｓ
ｙ
を
採
用
）、
限
界
管
理
基

準
値
（Ｍ
Ｓ
Ｙ
の
６
０
％
の
漁
獲
量
が
得
ら

れ
る
親
魚
量
）及
び
禁
漁
水
準
（Ｍ
Ｓ
Ｙ
の

１
０
％
の
漁
獲
量
が
得
ら
れ
る
親
魚
量
）

を
提
案
し
、
資
源
状
況
の
判
断
と
漁
獲
の

仕
方
の
提
案
を
行
う
、
と
の
説
明
が
行
わ

れ
た
。
４
年
度
の
評
価
結
果
は
下
の
表
の

と
お
り
。

委
員
か
ら
は
、
は
な
つ
ぎ
網
に
よ
る
サ
ゴ

シ
の
採
捕
量
が
明
ら
か
で
は
な
い
点
を
危

惧
す
る
声
や
広
調
委
指
示
の
対
象
に
遊

漁
者
を
含
め
る
べ
き
等
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。５

年
度
の
資
源
管
理
措
置
は
、
現
行
の

と
お
り
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

2021年の漁獲量

５,７００トン ９００トン ６,３００トン ５,６００トン ２,７００トン
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（この項目は県漁業管理課の要請を受けて掲載しています）

　－大分県安全・安心まちづくり推進本部－
　℡ ０９７－５３４－２０３８

2月１日付け

編

集

後

記

の
関
係
者
も
多
数
集
う
中
で
、
農
林

水
産
業
に
つ
い
て
触
れ
た
の
は
「大

葉
」と
「り
ゅ
う
き
ゅ
う
」二
言
だ
け

で
あ
っ
た
。
地
方
が
戦
え
る
の
か
不

安
に
な
っ
た
。

一
方
、
別
の
候
補
予
定
者
は
地
元

地
方
紙
に
「一
村
一
品
を
復
活
」と

語
っ
て
い
る
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
産

地
づ
く
り
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の

か
。
地
方
行
政
の
手
腕
も
未
知
数
で

あ
り
、
つ
い
「失
わ
れ
た
時
代
」に
思

い
を
馳
せ
て
し
ま
っ
た
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
、
役
職
員
各
位

に
は
、
ど
う
か
水
産
業
の
振
興
を
施

策
に
掲
げ
、
実
行
で
き
る
候
補
を
見

極
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

時
節
は
選
挙
モ
ー
ド
一
色
に
染
ま

ろ
う
と
し
て
い
る
。
県
漁
協
も
、
理

事
会
の
同
意
を
得
て
候
補
を
推
薦

し
、
集
会
等
に
参
加
す
る
こ
と
も
あ

る
。
土
曜
、
日
曜
の
行
事
も
多
く
、

多
忙
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
紙
面
で

は
、
政
治
に
は
触
れ
な
い
こ
と
に
し
て

い
る
。
読
者
の
皆
さ
ん
の
思
想
信
条

は
様
々
と
思
う
か
ら
だ
。

先
日
、
私
も
知
事
候
補
予
定
者
の

決
意
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。
演
説

の
大
半
を
占
め
た
コ
ロ
ナ
対
策
や
子

育
て
支
援
の
実
績
は
高
く
評
価
さ
れ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
一
次
産
業

先
月
は
公
私
と
も
に
旅
行
先
で
素

晴
ら
し
い
海
鮮
料
理
に
出
会
っ
た
。

そ
の
中
か
ら
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は

国
東
市
の
麵
処
錦
、
「海
汐
ラ
ー
メ
ン

極
」１
０
０
０
円
也
。

２
５
日
に
漁
業
公
社
で
行
わ
れ
た

初
出
荷
式
に
同
行
し
た
際
、
お
昼
に

向
か
っ
た
漁
協
直
営
店
「銀
た
ち
の

郷
」は
行
列
が
で
き
る
盛
況
ぶ
り
。

嬉
し
い
悲
鳴
で
探
し
た
の
が
こ
こ
。

鯛
の
ア
ラ
、
国
東
の
椎
茸
で
出
汁

を
と
り
魚
介
の
塩
ダ
レ
で
仕
上
げ
た

ス
ー
プ
は
あ
っ
さ
り
と
し
な
が
ら
コ
ク

が
あ
り
絶
品
。
こ
こ
に
自
家
製
鯛
の

生
ハ
ム
の
炙
り
、
国
東
の
ハ
モ
、
レ
ア
な

鶏
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
や
国
東
の
き
く
ら

げ
、
穂
先
メ
ン
マ
、
そ
し
て
た
っ
ぷ
り

の
水
菜
を
贅
沢
に
ト
ッ
ピ
ン
グ
。
ヘ
ル

シ
ー
か
つ
満
足
の
逸
品
だ
っ
た
。

元
来
が
醤
油
ラ
ー
メ
ン
党
だ
っ
た

が
、
今
回
初
め
て
塩
ラ
ー
メ
ン
の
お
い

し
さ
を
知
っ
た
。
ガ
ッ
ツ
リ
系
の
若
者

に
は
豚
骨
ラ
ー
メ
ン
や
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー

麵
も
あ
り
、
替
玉
・半
替
玉
も
お
す

す
め
。

空
港
か
ら
向
か
っ
て
黒
津
崎
入
口

の
手
前
の
ス
ー
パ
ー
あ
お
き
に
隣
接

し
て
い
る
。

辞 令 交 付

　２月１日付けで人事異動が行われ、２名の中堅職員に昇格

辞令が交付された。

　【本店】経済事業部購買課係長（同主任）黒田美和

　【国見支店】販売課課長（同係長）伊藤淳二

　また、2名の臨時職員を採用した。

　【本店】日出共販所（新採）高松遼河（4年11月1日付）

　【豊後高田取次店】総務課（新採）今崎真澄（5年1月25日付）

　皆さんのご活躍を祈念します。

サカナをたべれば

幸福が見えてくる

ウ オ
メ シ


